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住居侵入，器物損壊の９罪種に焦点を当てながら 「暴力的色彩の強い犯罪，

」 ， ，の現状と動向 を特集として取り上げ その特質等の分析・検討を行った上

平成１４年版犯罪白書として発表した。

２ 研 究

( ) 犯罪被害実態（暗数）調査1
犯罪被害実態調査を実施するため，質問内容の吟味策定等を行うなどし

たが，これを国連犯罪司法研究所を中心として実施が予定されている２０

０４年の第５回国際犯罪被害実態調査にそのまま継続させることとし，そ

の成果は平成１５年度実施予定の「実態調査を踏まえた犯罪被害に関する

研究」に集約する予定である （研究期間：平成１６年度まで）。

(2) 触法精神障害者に関する研究

① 精神障害等対象者に対する保護観察実施状況に関する調査研究

本研究は，これまではその多くが個別事例研究にとどまっていたのを

全国規模に対象を広げて，精神疾患が認められる精神障害等対象者に関

する保護観察実施状況の実態を幅広く調査し検討を加えたものであり，

精神障害等対象者の社会復帰を援助する処遇の在り方等を考察するため

の基礎資料として研究資料を作成した （研究期間：平成１４年度）。

② 重大再犯精神障害者の統計的研究

精神障害者が重大犯罪を犯すに至った原因・背景は，事件毎に様々で

あって，一義的な解明はもとより，その再犯可能性についての長期的予

見も相当に困難であるが，本研究は，平成７年から同１１年までの５年

間に殺人等の重大犯罪を繰り返し犯した再犯精神障害者１６３名のグル

ープを抽出し，その確定記録・不起訴記録をもとに，殺人等の重大犯罪

５罪種の類型毎に多角的な視点から分析を行い，再犯の実態を統計的に

明らかにして検討を加えたものであり，再犯につながりやすい要因等に

ついて推論する手掛かりを得るための客観的なデータを提供できる形で

まとめる予定である （研究期間：平成１５年度まで）。

(3) 家庭内の暴力に関する研究

① 児童虐待に関する研究調査（一般市民に対する調査）

本研究は，平成１２年に当研究部で実施した少年院在院者に対する調

査研究に続くもので，一般の人々を対象とした児童虐待に関する調査研

究である。アンケート調査を実施し，身体的暴力による虐待を受けた比

率は少年院在院者に比べて低いとの結果が得られているところ，虐待を

受けていた当時対象者が欲していた援助先について，身体的暴力では家

族が，性的暴力では相談窓口が第１に上がるなど，虐待の種類によって

異なる結果が出ている。また，虐待を受けた旨回答した者のうち協力が

得られた人を対象に面接調査も実施した。虐待経験を克服するために様

々な試みを重ねるなど，その人の生き方に多方面で影響を及ぼしている

実態がある。これらの調査結果は，報告にまとめ，児童虐待の実態やそ

れが虐待被害経験者に及ぼす影響，また，その適切な処遇を検討する際

の基礎的な資料とした （研究期間：平成１４年度）。

② ＤＶ加害者に関する研究

検察庁の処分がなされた不起訴事件及び第一審判決が確定した事件を

合わせた３４６件の記録調査や個別面接を実施し，ドメスティック・バ

イオレンスの実態を分析した上，加害者の更生及び更生のための指導方

策等に関する研究結果等をまとめる予定である。

（研究期間：平成１５年度まで）

(4) 企業活動と犯罪に関する研究

（ ）① ハイテク犯罪の捜査と公判対策 企業内のＩＴ犯罪に関する調査研究

パソコンやインターネットの普及など社会のＩＴ化が著しい中で，企




